
ご 挨 拶

　JARL愛媛県支部会員の皆様が、アマチュア無線を積極的に楽しまれていることと拝察

いたします。バンド保護の観点から下のバンドから上のバンドまで運用している実績が

必要不可欠となります。とくにハイバンドは運用実績も少なく５G帯は多くの業種が開

放に向けて、官庁へ働きかけをしている現状を踏まえ、運用実績を積み、明け渡せない

状況を作っていきましょう。

　次代のアマチュア無線家育成の上にお力添えいただきお礼申し上げます。愛媛県支部

においても、体験運用時の緩和により多くの青少年へ体験運用をしていただきました、

この運用を通して一歩でも従事者資格取得、開局へとつなげていけるよう引き続きよろ

しくお願いいたします。

　アマチュア無線連盟において組織強靭化へ向けた規程類、会員制度等の見直しが行わ

れていますが、会員数の少ない支部への配慮は感じないものとなっており、今後が憂慮される問題を感じてお

ります。アマチュア無線を楽しむための組織であることがなおざりになり、行政組織ではないと言うことを今

一度考えてほしいものです。

　QSLカード転送も１年かかる状況を改善すべく動いておりますが、すぐには改善出来ない模様です、個人で

対応出来ない状況ですが、紙QSLの必要ない方は連盟へQSLカード転送停止の依頼を行う、または交信時に必要

でないことを相手に伝えることも一助になると思います。h-QSL等を利用した電子QSL発行、受領を利用する方

法やLOTW利用したデータ活用も一考ではないでしょうか。わたくしの要望としてTurbo HAMLOGを連盟がバック

アップし,現在計画中のログアプリ開発の計画に予算を投じることなく早期に電子化を進めるよう意見を述べ

ております。（案ではJARL会員しか電子QSL交換が出来ないシステムを計画）　

　2025万国博覧会特別記念局8K3EXPOとの交信はお済でしょうか、聞こえてたら交信をされて記念QSLカード

を手に入れてみてはいかがでしょうか、もちろん現地での運用も記念になることでしょう。

　来年は日本アマチュア無線連盟設立１００周年の記念の年となります。連盟もこれに向けた特別局、アワー

ド発行、各種行事等も検討されております。連盟ホームページをこまめにチェックし、最新の情報を入手し記

憶に残る活動をしてみませんか。  JARL愛媛県支部長　JA5XPD　渡部理教
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第５１回 愛媛ハムのつどい
会場で会いましょう

みんなおいでよ



と　き　：　令和７年７月１３日（日）　１１：００～出展催事 開場、ジャンク市　１３：００～開会

ところ　：　東温市南方２６４　川内公民館

アクセス： 横河原駅　バス停 （伊予鉄　横河原線）

・伊予鉄バス　井内線、河之内線、滑川線（海上線）　乗車　約10分

・徒歩　約５km

川内支所前バス停 徒歩１分

駐車場および会場案内

駐車場指定場所（一般）

川内公民館側駐車場は駐車台数４０台

・橋の袂を、 の進行方向へ進み

　東温市川内健康センター内、駐車場にも

　３５台ほど駐車可能台数を確保しており

　ます。愛媛県支部役員等、早く来場され

　る方は、こちらに駐車お願いいたします。

ご依頼事項とご案内

・駐車場は７５台確保しておりますが、他の施設駐車場と同一敷地内にあり、黄色網掛けの場所へは絶対に駐

　車しないようにお願いいたします。（期日前投票の方も止められますのでお気をつけください）
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・ご来場は極力乗り合わせいただき、駐車場の確保にご協力をお願いいたします。

・伊予鉄バスをご利用いただくと、川内支所バス停から徒歩１分と非常に便利がよいためご検討願います。

・高速道路ご利用の方は川内インターチェンジより５分ほどの距離となっています。

・会場内において喫食スペースがないため、昼食は近隣の食堂またはお弁当を購入し車、公園等でお願いしま

　す。くれぐれも水分補給をこまめに行い、熱中症予防に心がけ願います。

プログラム

１１：００～　2階　会議室予定　（出展希望はja5xpd@jarl.com 渡部まで）

無線機メーカー展示

四国総合通信局

各クラブ展示

ジャンク市 など

１３：００～　１階　大ホール

開会式

来賓挨拶

愛媛マラソンコンテスト表彰

講演

　ドローンの活用と楽しみ　（JF5EZJ　野並様）

　最新デジタルモード（ＤＭＲ）について　（JH5JJK　松澤様）

お楽しみ抽選会

１６：００　閉会予定

クラブ紹介

ʮЇ JE5ETO　田鍋 清　記事

　この社団局は愛媛県のJARL登録クラブの中で一番 すが、YRYのメンバーにQSOの半数以上を受け持って

古い「38－1－0001」です。現在,私もクラブ員です。 もらっています。メンバー局が活躍してくれること

このクラブ員の会員はＪＡ５の無線歴50年以上の局 によって記念局の運用も成りたっています。

が半数を占めています。先日アイボール会があった 　地域とも密着した活動を行っています。大西町か

ときに大変なことに気づきました。私は開局から40 らの依頼を受け、「大西フェスタ」に参加、毎年ア

年たちますが、このクラブの中では一番の新人。こ マチュア無線の公開運用も行っています。

んなことがあってよいものでしょうか？しかしこれ 　無線技術においても40年以上前に,1200MHzの自作

がアマチュア無線の実態です？ 機で玉川町にレピータを設置、維持管理を行ってい

ました。（現在は閉局しています）

　また現在毎月2回、zoomでのミーティングもやっ

ています。

　以前には100名以上の会員がおられたようです。

もちろん私が開局する前の古い話です。現在は正員

10名のこじんまりとしたクラブです。

　会員の大半は10代でアマチュア無線を開局。よく

よく言われ今は死語になっている「ラジオ小僧」そ

のものです。電気、電波関係の仕事をされてる人も

数人います。「私はアンテナのない家には住めない」

と言われる方もいます。また在る局は今のこの時期

でも2か月に1度になったQSLカードが1000枚くらい

配達されている局。またこの電話での交信カードを

綺麗にコンピューターで管理、アワードを集める。

またある局は電信でQSO、FT8等デジタル通信主体の

局もいます。まさに「ラジオ小僧」がそのまま大人

　このクラブの歴史は古く60年近く前より活動して になり生活の一部として「キングオブホビー」と言

いました。歴史の中で特筆すべきは昭和51年9月の われたアマチュア無線を50年以上堪能している。そ

台風による総社川氾濫の危機時に非常通信協力、こ んな熱心なアマチュア無線局が集まった、今治の無

の時に現場と今治市民会館の災害対策本部との連絡 線クラブ局。それがJA5YRYです。

を担いました。通信手段が今のように発達していな 　JA5YRYは一時期閉局をしていましたが平成25年、

いこの時期、今よく言われている「災害時のアマチ 往年のメンバーと、新規に加わったメンバーにより

ュア無線の活用」の実践を49年前に数日間実際に行 「新生今治無線クラブ」として復活しました。高齢

い、後日JARLからも表彰を受けています。この思想 者も多いですが各局の無線無線に対する情熱は永遠

が現在も今治非常通信協力隊へとつながっています。 であろうと思います。健康に気を付け、これからも

　また今治ではJARLの記念局を20年近くやっていま ハムライフを楽しみたいと考えています。
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ʮᾢ JA5CBX　久保 國夫代表 記事

 「大洲アマチュア無線クラブ」は1964年(昭和39年)

頃　愛媛県立大洲高等学校の卒業生を中心としたロ

ーカル局数人で設立され1974年に「JA5YEN　大洲ア

マチュア無線クラブ」を開局し現在に至っています

が、会員の高齢化等で運用も厳しくなっています。

公開運用「大洲アマチュア無線・フェスティバル」

　1991年8月 JA5YENは地元のJH5ZLD局と共同で

「大洲アマチュア無線フェスティバル」と名付け

冨士山展望台にて公開運用をおこなって、大洲市を

国内外にPRしてきました。

冨士山公園の清掃活動

　大洲アマチュア無線クラブでは、毎年春のGWに合

わせて冨士山公園の清掃活動を行っています。
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大洲市制　40周年記念アワード

　1994年「大洲市制40周年」を記念し第４回のハム

フェスティバルを開催すると共に「大洲市制 40周

 ▪꞉₉♪כ╩ ⇔╕⇔√⁹

　2004年「えひめ町並み博」に賛同し、大洲市内
の局が集まり「アマチュア無線研究会　JH5YPN」を

結成し冨士山公園に局舎を建設し「8J5EMX」の記

念局を運用し約10,001局と交信しました。

「えひめ町並み博」ポスター

　アワード発行に合わせて特別に４種類のQSLカー

ドも発行しました。
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　記念局局舎 　2017年4月1日～9月21日　鵜飼サミット記念局

「8J5U」を運用し約5,000局と交信しQSLカード

を発行。

8J5EMX記念QSLカード

　2024年7月20日～2025年1月19日まで 大洲合併20
周年記念局　「8J5OZU」を運用し約3,500局と交信
しQSLカードを発行しました。
　今回の運用では体験運用も行いＨＦの7MHzによ
る交信を体験して頂きました。その中からJARDの講
習会を受験し第4級アマチュア無線技士の資格を取
得した人もありました。

　2014年7月　大洲アマチュア無線クラブ　創立50
周年記念局[8N50YEN」を運用し約4,000局と交信し、
QSLカードを発行しました。

　大洲アマチュア無線クラブでは春の冨士山の清掃
活動に始まり、夏のハムフェスティバル、秋の芋炊
き等を行っていますが、防災協定についてはいまだ
に大洲市の理解が得られない為に協定等を結ぶに至
っておりません。我々も高齢化で協力出来ない状態
になるかも知れません。あとはもう少し若い世代に
も興味を持ってもらって無線をする人の人口を増や
したいものです。
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‘ ͻ Ыʮ JH5QJE　中村雅和会長   寄稿

　昭和57年に発足以来、先人たちのご努力により周 騰は研究会の財政状況を直撃しています。レピータ

波数を確保しながら全国的にも珍しい県域組織で県 はアマチュア業務用ではあるものの東日本大震災で

内にレピータの開設を進め、今やレピータがあるの はJARLが被災地域をカバーする臨時の情報伝達用レ

が当たり前の状況になっていますが、ハンディやモ ピータ局を設置しましたが、設置場所の選定、機材

ービル局の強い味方であるレピータは自然伝搬でな 確保、無線局免許等の手続きのため発災後２週間ほ

いため、維持管理に費用が掛かります。特にFMレピ どはかかったようです。やはり、事前に広域なサー

ータは老朽化が進み、修理用部品も入手困難なこと ビスエリアを持つレピータ局を開設しておいた方が、

から新品の本体を購入せざるを得ない状況が多発し いざという際には被害の状況を伝え、救援に結び付

ていますが、レピータの黎明期である30年前に比べ ける通信の確保に早く対応でき、特に近年は南海ト

会員数の激減により年会費等収入が減っていて、と ラフや中央構造線断層帯を震源域とする大地震の発

ても研究会の財政状況では対応できない状況となっ 生確率が上がっていますので、それへの備えという

ています。また、そうでなくても昨今の電気代の高 意味でも何とか研究会のレピータを存続させたいと

願っています。もちろんレピータは全てJARLが免許

人であり、アマチュア局の免許人であればレピータ

は誰でも使用できますが、多くの方のご支援があっ

てこそレピータの維持が可能となりますので、ご協

力を賜りますよう切にお願い申し上げます。また、

JARLが規格を定めたD-STARは、シンプレックスでも

位置情報や画像の電送などはできますが、D-STARレ

ピータはネット接続できることからゲート越えのた

めインターネット代がかかっています。しかしなが

7



ら、そのネット費用は各D-STARレピータ局管理団体

が別途負担していることから、その費用に充てるた

めの目的寄付も受け付けています。このような状況

をご理解いただき、ご支援いただければ本当に助か

ります。なお、愛媛レピータ研究会への送金方法等

詳しくは研究会のHPをご覧いただければ幸いです。

Ộ ‘ ʮЗḷ

　今年度は１９８局の参加がありました。多数のご参加ありがとう御座いました。

　電子ログ提出を取り入れたことで、昨年よりも県内局、県外局ともに参加局が増加しました。

紙と電子ログ受付比率は県内局５１％、県外局７３％の電子申請比率となっており、来年は更な

る電子ログ提出普及に向けて、部門コードの導入等を予定させていただいております。

　表彰は愛媛ハムのつどい会場で行いますが、当日欠席の局へは後日発送をさせていただきます。

÷

Ø Ù

ÈŦÉ ǡ

~~ӡ ȓºɔȹɜȲ ~~ӥ 03LGyȹɜȲ

÷ ſŽŪżŸƋ ~ נּ ǝǊ

÷ ſŶŪŹƋƌ ~זּ ~~Ӧ 10LGyȹɜȲ

ſŶŪƋƆŻ ףּ~ ÷ ſŽŪƄƀŽ ~

ſŶŪƍƁƄ ~ ſŶŪŸŽž ~

ſŶŪžŷƎ ♂~ ~~ӧ 17LGyȹɜȲ

ſŶŪŷŻƀ √ ~ ╗ נּ ǝǊ

ſŶŪƄŽƊ ~ ~~Ө 4/LGyȹɜȲ

ſŶŪƎƁ ~Ȫȣ ÷ ſŶŪƇŸƉ ~

ſŶŪƇźŻ ~ ~~ө 033LGyȹɜȲ

ſŶŪžŸƎ ║~ ÷ ſžŪƀƀƊ ╗ ~ǈǗƻ

ſŶŪƂŻƎ ~ ſźŪƂŽƅ ~

ſƄũƄŸż½Ū ~ ſŽŪƂƄƋ ~

ſŶŪžŹŽ ~ ſŶŪŸŸŻ ~

ſżŪƆŹƇ ~ ſŽŪƂƄź ~ ♣

ſƇŪźƂſ ~ ſŶŪźƏƊ ~

ſŽŪŶƀŽ ~ ╗ ſſŪƅƍŽ ~

ſŽŪƅƌƈ½Ū ~ ſƇŪŻŸż ם ~

~~Ӣ 0-8LGyȹɜȲ ſŽŪƆſƀ½Ū ~ ╗

÷ ſŶŪŸŷƍ ~ ſƇŪƁƅƇ ~

~~ӣ 2-4LGyȹɜȲ ſźŪźƉƄ ~

÷ ſžŪżƁż ~ ſŽŪƄƀƁ ~ ╗

ſŶŪƌŽƀ ~ ſſŪƈƂƅ½Ū פֿ ~

~~Ӥ 6LGyȹɜȲ ſŻŪŹŶŷ ~

÷ ſźŪŹƁź ║ ~ ſſŪƄŶƏ ~

ſżŪƆƌƋ ~
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~~Ӫ 32/LGyȹɜȲ ÈŪÉȘɒȿ ǡ

÷ ſžŪŸƀŻ ~ ÷ Ũŭ ũ ũ ₲ ƎƁȸɉȘɒȿ

ſƃũŶƃƏ½Ū ~ Ũŭ Ŧ Ũ ₲ ȋɇȪɎȋ Șɒȿ

ſžŪƁƃƅ ~ם Ũŭ Ŧ ũ ȋɇȪɎȋ Șɒȿ

~~ӫ 01//LGyȹɜȲ Ũŭ Ŧ Ŧŭ ȋɇȪɎȋדּ Șɒȿ

÷ ſŽŪƆƎƏ ▌ ~ Ũŭ ũ ŧŦ ₲ ŧƢƈƈŷ₲

ſƇŪƂƇƉ ~ם ╗ Ũŭ ũ ŧŨ ƈŽŻ

ſŶŪƍŶź ~ ╗

~~Ӭ 13//LGyȹɜȲ Ø Ù

נּ ǝǊ ÈŦÉ ǡ

~~ӭ 45//LGyȹɜȲ ~~ӡ ȓºɔȹɜȲ

נּ ǝǊ ÷ ſŶũžƄƂ ~

~~Ӯ 0/-0FGyȹɜȲ ÷ ſſũŹƆƎ √ ~

נּ ǝǊ ſſũŷƂƅ ~זּ

~~ӯ 13FGyȹɜȲ ſŶŪƃƃŻ ~

נּ ǝǊ ſſūŹƅƆ √ ~

~~Ӱ 36FGyȹɜȲ ſŻŨŹŸŽ ~

ſŶŪſƈƊ ~ ſŽũŹŶƎ ~

~~ӱ 66FGyȹɜȲ ſƀũŹƊſ ~זּ║

נּ ǝǊ ſſũžŻƌ ~

~~Ӳ ȡɎȴȋ ſŶŪžŸŽ ║~╗

÷ ſſŪƂƂƀ½Ū ~ ſſŪƇŷż זּ ~

ſſŪƇƁż ║~ ſƇŪƅƅƃ ~

~~ÈŧÉ ǡ ſŽŧƆŻƌ √ ~

÷ ſźŪžƌŶ ~ם ſŶŭžŷƊ ~

ſŶŪŷƆŸ ~ ſŽũƃŽŻ ~

ſżŪƂŸƌ ~ם ~~Ӣ 0-8LGyȹɜȲ

ſŶŪŸƈƄ √ ~ נּ ǝǊ

ſŶŪŹžƂ ~ ~~ӣ 2-4LGyȹɜȲ

ſŶŪŹźŽ ~ם ÷ ſżūƉƍƌ ~

ſŶŪźƋƂ ~ם ſŶũŻƅƌ ~

ſŽŪƃŶź ~♣ ſŽŧƄŻſ ~

ſżŪŸŶſ ~ ~~Ӥ 6LGyȹɜȲ

ſſŪƈŻź ~ ÷ ſŶŪƁźƊ ~

ſżŪŹŽƍ ~ ÷ ſŶũƀŸż ~ם

~~ÈŨÉƈƌƁǡ ÷ ſŽŬƀƈƊ ~

נּ ǝǊ ſſŨƉƉŽ ~

~~ÈũÉ ǡ ſŽũŸƈƆ ~

÷ ſŶŪƎŹž ₲ ȋɇȪɎȋ Șɒȿ ſŶŧƋŽż ║~

ſŽŪƏŽŸ ɖºȔɔ ſƃũƅƂƄ½ũ ♂~

ſŽŪƏƏſ ȋɇȪɎȋדּ Șɒȿ ſŶũƀżŽ ~

ſŶŪƎƍŷ ₲ XKȸɉȘɒȿ ſƇũžƆź ~

ſƇŪƎŹƂ ȸɉȘɒȿ ſŽūƌƀŻ ~

ſŽŪƏŽƇ ƈŽŻ ſƁũƄƊƍ ~╗

ſŶŪƎŶƍ½Ū ₲ ȋɇȪɎȋ Șɒȿ ſƀŨƈƎƉ ~╕
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ſžũƊƂƉ ~ ╗ ~~Ӯ 0/-0FGyȹɜȲ

ſƃũźƈŹ ~ נּ ǝǊ

ſžŨƌŽƇ ~ ~~ӯ 13FGyȹɜȲ

ſźŦźƃž ~ נּ ǝǊ

ſŶŨƅƎŽ ם ~ ~~Ӱ 36FGyȹɜȲ

ſŻũźƈƇ ║~ נּ ǝǊ

ſŶŦſƊƇ ~♣ ~~ӱ 66FGyȹɜȲ

ſżŪƅſſ ~ נּ ǝǊ

ſƂŨƆžƈ½Ũ ~ ╗ ~~Ӳ ȡɎȴȋ

ſŶūŻƍƁ ~ נּ ǝǊ

ſŶŦƈƌƁ ║ ~ ÈŧÉ ǡ

ſƃŦŶƁƁ ~ ÷ ſƇŧƊƉŽ ~

ſƆŨžŸŷ ~ ÷ ſŶūŻƄŻ ~

ſŶŦƍƌŹ ~ ÷ ſŻŧŻžƊ ~

ſżŦƁƏƎ ~ ſƇŧƌƁƆ ~

ſžŧžƌŷ ~ם ſŽũſƊƀ ~

ſźŪźƊƉ ~ ſƇŧŶƌƈ ~ ╗

ſŶŦƄŹƂ ~ ſżŬŸƇƇ ║~

ſżŨŹžƍ ~ ſŻŦŹŻŶ ₰ ~

ſźťŽƍż½ť ~ ſŶŪŸŷƊ ~ ╗

~~ӥ 03LGyȹɜȲ ſƇťƇŷƎ ~

נּ ǝǊ ſŶŨƃƊƉ ~

~~Ӧ 10LGyȹɜȲ ſŶūƊƇƏ ~

÷ ſŽŬƃƄƉ ~ ſŽťžżż ם ~

~~ӧ 17LGyȹɜȲ ſŽŬƊſƊ ~

נּ ǝǊ ſƇũŷŻŶ ║ ~

~~Ө 4/LGyȹɜȲ ſŶũżƆŹ ~

÷ ſŽũƅƏƀ ~ ſƆūŻƆž ~

÷ ſŽũƈƂƉ½ũ ~ ſŶťŸƉƌ ~

~~ө 033LGyȹɜȲ ſƀŨŽŻƃ ~

÷ ſƇũƂƇſ ~ ſƄŨƊŸƈ ~

ſŽũżƆŸ ~ ſƇŧŷƎſ ~

ſźũƀƁž ~ ſźūƂŸŶ ~

ſŶũžŻƈ½ũ פֿ ~ ſƄŦƅƏƇ ~

ſžŪƈŶƄ ~ ſŶŧƀƀŶ ~

ſŽũŻƊŻ ~╗ ſŻŧźƇŽ ~

ſſŪƅƈƂ ~פֿ ſŻŧƌƂź ~

~~Ӫ 32/LGyȹɜȲ ſƇŧƃƉŸ ~

Ἑ ſźūŸžƎ½ũ ~ ſŶŬŻƎŻ½Ŧ ~

~~ӫ 01//LGyȹɜȲ ſſŪƅƎƄ ~

ſŽũƅƊƈ ~ ſƆŬŸƀŸ ~♁

ſƇũƍƂź ~ ſŶŬŶŸƋ ~

~~Ӭ 13//LGyȹɜȲ ſƀŦƋƂŸ □ ~

נּ ǝǊ ſźŦƌƄƎ ~

~~ӭ~45//LGyȹɜȲ ſŽŦƃƍƊ ║ ~

נּ ǝǊ ſžŨƂŸƂ ║~
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ſŻūŸƎŹ ~ ŧŬ Ŧ Ů

ſŶŪžƋż ~ ╗

ŬƂũƆƄŸ ~ ŦŦ Ŧ Ūŭ

ſŶŮƍŶƉ ║~

ſƀŭƅŷƄ ~ ŨŮ ũ ŧŪ ~ŶŦ~ŸƁƊŷ

ſźŦƅƂƆ ~ ╗ ŦŦ Ŧ Ū

ſŽťƄƍƈ ~

ſƁũƌƎƎ ~ Ũū Ŧ Ŧ ſŶƇƁ Șɒȿ

ſŶŦƁƏ ~ Ŧť ũ ŦũŪ ŶŦ~ŸƁƊŷ

ſƃŦƀƂž ~ ŨŨ ũ Ŧ ɇȍȘɖȏȐºȿ

ſŶŬƈƁƀ ₰ ~

ſŶŮŷŻŶ½Ŧ ~

ŬƀŦſŻƂ ~

ſƀŧƋƄŸ מּ~

ſƀŦŶƏƍ ~

ſŶūƈźƊ ~

ſŶũƂƇƁ ~

ſŽũƁżŶ ~

ſŶŦŷƎƎ ~♣

ſŽũƊŸƂ ~

ſƇťƈƎƋ ~

ſźŭƊŽƎ ~

ſżŦŷżƉ ~קּ

ſƇũƋŻŸ ꜛ ~

ſƄŦſƀŽ ~

ÈŨÉƈƌƁǡ

÷ ſŶū ŬŭŪŮ ~

ſƄũƂŷŻ ~♣

ſŶũ ŨŬŧŮũ ~

ſŶŦ ŧŧŭŧŪ ~

ſŶŨ ūūũũ ~

ÈũÉ ǡ

÷ ſŽŧƏŸƌ ₲ ȜɜȯȢȱȘɒȿ

ſƇũƏſƏ

ſſŧƎƀƏ Xnrghsdb~ȸɉȘɒȿ

ÈŪÉȘɒȿ ǡ

÷ ŧť ũ ŪŮ ₲ ȜɜȯȢȱȘɒȿ

Șɒȿזּ∙ ǞǗƷǙǢ ǞǻǾɊɜȹºǡ

╗ ɓȢȱƿ ǡǒǴ ǛǌǾ

ŨŪ Ŧ ũ I@QK ȋɇȪɎȋ Șɒȿ

Ŧť ũ ūŭ Ÿƌ

ŦŦ Ŧ ŧ ſŶƇƁִי Șɒȿ

ũŨ Ŧ ŦŪ ȸɉȘɒȿ 松山市築山町１２－５
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